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2022 年研究実績 

【新生児内科】 

（講演・研修会） 

1. 猪俣 慶：第 66 回新生児成育医学会・学術集会教育セミナー5：「これからの人工呼吸器

管理」酸素自動調節機能を加えて、一歩先行く CLD 管理を！：2022.11.24：横浜市 

2. 川瀬 昭彦：日本新生児成育医学会第 25 回教育セミナー：災害時小児周産期リエゾンの

活動：2022.8.20：WEB 

 

（学会発表） 

1. 井上 武、大塚 里奈、高島 悟、吉松 秀隆、猪俣 慶、川瀬 昭彦：頭蓋骨硬化を伴う骨

線状症の一例：第 58 回日本周産期・新生児学会学術集会：2022.7.10：横浜市 

2. 猪俣 慶、南谷 曜平、高島 悟、井上 武、川瀬 昭彦：NICU における 8 人体制での 2 交

代性勤務〜課題と 2024 年への展望〜：第 58 回日本周産期・新生児学会学術集会 2022.

7.11：横浜市 

3. 高島 悟、大塚 里奈、井上 武、吉松 秀隆、猪俣 慶、川瀬 昭彦：両側の先天性巨大水

腎症を来して、新生児期から治療を要した一例：第 58 回日本周産期・新生児学会学術

集会：2022.7.12：横浜市 

4. 猪俣 慶、藤戸 祥太、西村 円香、片山 太輔、大塚 里奈、高島 悟、吉松 秀隆、井上 

武：熊本市民病院 NICU に入院となった COVID-19 発症ないし疑いの新生児例の検討：

第 66 回新生児成育医学会・学術集会：2023.11.25：横浜市 

5. 藤戸 祥太、猪俣 慶、西村 円香、片山 太輔、大塚 里奈、高島 悟、吉松 秀隆、井上 

武：肺出血に対する希釈アドレナリン気管内投与の検討：第 66 回新生児成育医学会・

学術集会：2023.11.24：横浜市 

6. 西村 円香、猪俣 慶、藤戸 祥太、片山 太輔、大塚 里奈、高島 悟、吉松 秀隆、井上 

武：超早産児における生後早期の TREC（T-cell receptor excision circles）値は生後の

感染症発症と関連がある：第 66 回新生児成育医学会・学術集会：2023.11.26：横浜市 

7. 片山 太輔、猪俣 慶、藤戸 祥太、西村 円香、大塚 里奈、高島 悟、吉松 秀隆、井上 

武：高度の先天性貧血と肝障害を呈した新生児ループスの 1 例：第 66 回新生児成育医

学会・学術集会：2023.11.25：横浜市 

8. 高島 悟、猪俣 慶、藤戸 祥太、片山 太輔、西村 円香、大塚 里奈、吉松 秀隆、井上 

武：新生児スクリーニングを契機に完全型 DiGerouge/CHARGE 症候群の診断となっ

た新生児例：第 66 回新生児成育医学会・学術集会：2023.11.26：横浜市 

9. 吉松 秀隆、猪俣 慶、藤戸 祥太、片山 太輔、西村 円香、大塚 里奈、高島 悟、井上 

武：先天性貧血 6 症例のまとめ：第 66 回新生児成育医学会・学術集会：2023.11.25：

横浜市 

10. 高島 悟、猪俣 慶、肱岡 孝明、坂口 哲也、村端 亮、大塚 里奈、吉松 秀隆、井上 武、
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川瀬 昭彦：両側の先天性巨大水腎症を来して、新生児期から治療を要した一例：第 15

5 回熊本小児科学会：2022.2.13：熊本市 

11. 片山 太輔、猪俣 慶、藤戸 祥太、西村 円香、大塚 里奈、高島 悟、吉松 秀隆、井上 

武：高度の先天性貧血と肝障害を呈した新生児ループスの一例：第 157 回熊本小児科学

会：2022.10.23：熊本市 

12. 西村 円香、猪俣 慶、藤戸 祥太、片山 太輔、大塚 里奈、高島 悟、吉松 秀隆、井上 

武：超早産児における生後早期の TREC 値と生後の感染症発症：第 157 回熊本小児科

学会：2022.10.23：熊本市 

13. 猪俣 慶、南谷 曜平、高島 悟、井上 武、川瀬 昭彦：NICU における 8 人体制での 2 交

代性勤務 〜課題と 2024 年への展望〜：第 76 回九州新生児研究会：2022.5.28：Web 

 

（論文） 

1. 佐々木 涼介、猪俣 慶、南谷 曜平、吉松 秀隆、井上 武、川瀬 昭彦：X 染色体不活性

化機構による表現型緩和の可能性が考えられた X3 不均衡型相互転座の一例：日本周産

期・新生児医学会雑誌：第 58 巻; 306-310：2022 

 

【小児科】 

（講演・研修会） 

1. 今村 友彦：第 21 回熊本小児神経症例検討会：気管切開の管理と小児の呼吸理学療法：

2022.2.21：熊本市（Web） 

2. 今村 友彦：第 449 回芝蘭会熊本小児科懇話会：小児喘息と喘鳴性疾患：2022.3.3：熊本

市（Web） 

3. 今村 友彦：第 40 回熊本小児アレルギー・免疫研究会：小児喘息の診断：2022.5.20：熊

本市（Web） 

4. 今村 友彦：第 32 回熊本小児先進医療研究会：乳幼児喘息の診断・管理における肺音解

析法の有用性：2022.10.19：熊本市（熊本大学病院） 

5. 今村 友彦：第 45 回熊本市民病院 病病・病診連携懇談会：当院における小児呼吸器診

療〜喘鳴性疾患を中心に〜：2022.11.30：熊本市（熊本市民病院） 

 

（学会発表） 

1. 今村 友彦，久冨 雄一朗，谷口 慎治，原 理大，川端 誠一，奥村 健児：当院における

呼吸器症状を有する胃食道逆流症の検討：第 157 回熊本小児科学会：2022.10.23：熊本

市（熊本大学病院） 

2. 久冨 雄一朗、今村 友彦、谷口 慎治：Octreotide 使用中に胆泥貯留から胆嚢摘出を要

した男児乳び胸症例：第 157 回熊本小児科学会：2022.10.23：熊本市（熊本大学病院） 
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【小児循環器内科】 

（講演会・研修会） 

１．西原 卓宏 ：熊本における先天性心疾患の現状について：全国心臓病を守る会 第 39 回

九州ブロック交流会 in 熊本：2022.6.4：熊本市 

２．林 勇佑：一般小児科医のための先天性心疾患患者の全身管理 〜国内留学報告〜：第 4

52 回芝蘭会熊本小児科懇話会：2022.7.7：熊本市 

 

（学会発表） 

１．林 勇佑、中島 光一朗、西原 卓宏、八浪 浩一：感染性心内膜炎患者に潜む中枢神経合

併症：第 58 回日本小児循環器学会学術集会：2022.7.22：札幌市 

２．中島 光一朗、林 勇佑、西原 卓宏、八浪 浩一、深江 宏治：自然軽快した大動脈縮窄

症修復術後の重度気管支狭窄の一例：日本小児循環器学会：2022.7.22：札幌市 

 

【小児心臓外科】 

（学会発表） 

１．鈴木 理大、小林 真理子、八浪 浩一、塩瀬 明、深江宏冶：外科的大動脈弁置換術後に

一過性の遅発性高度房室ブロックをきたした一例：第 58 回日本小児循環器学会総会・

学術集会：2022.7.21 – 7.23 ：札幌市 

２．小林 真理子、鈴木 理大、高島 悟、中島 光一郎、西原 卓宏、八浪 浩一、塩瀬 明、

深江 宏冶：心室中隔欠損に合併した Extreamly high take off left coronary artery の

症例の経験：第 58 回日本小児循環器学会総会・学術集会：2022.7.21 – 7.23 ：札幌市 

３．弘中 裕士、小林 真理子、塩瀬 明、深江 宏冶：1 弁付きパッチを用いたファロー根治

術の遠隔成績：第 55 回日本胸部外科学会九州地方会総会：2022.7.28 – 7.29 ：長崎市 

４．小林 真理子、弘中 裕士、塩瀬 明、深江 宏冶：ファロー四徴症の右室流出路再建術別

にみた中長期治療成績：第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会：2022.10.5-10.8 ：横

浜市 

 

（論文） 

1. Suzuki M, Kobayashi M, Fukae K：Atrioventricular septal defect with an absent or

 tiny ostium prinum defect：A case series of three surgical cases：Indian Journal o

f Thoracic and Cardiovascular Surgery.：38;666-669：2022 

 

【小児外科】 

（学会発表） 

１．川端 誠一、奥村 健児、山本 裕俊：巨大尿管症に対し二期的手術を行った 1 例：第 1

8 回九州小児泌尿器研究会 ：2022.2.12：鹿児島（Web） 
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２．川端 誠一、奥村 健児、山本 裕俊：乳び胸に対するオクトレオチド投与後に胆嚢炎を

来たし胆嚢摘出術を施行した 1 乳児例：第 58 回九州小児外科学会：2022.2.25：久留米

（Web） 

３．川端 誠一、坂本 理恵子、奥村 祐生、平尾 洸樹、蛭川和 也、入江 友章、門久 政司、

嶋田 圭太、磯野 香織 、本田 正樹 、菅原 寧彦、猪股 裕紀洋 、日比 泰造：乳児期

に生体肝移植を施行された胆道閉鎖症児の知的評価：第 122 回日本外科学会定期学術

集会：2022.4.14-16：熊本（Web） 

４．川端 誠一、原 理大、奧村 健児、山本 裕俊：子宮留血症とチョコレート嚢胞に対し内

性器ドレナージを施行した総排泄腔奇形の 2 例：第 59 回日本小児外科学会学術集会：

2022.5.20：東京 

５．川端 誠一、奥村 健児、原 理大：鎖肛根治術後に社会的理由から人工肛門造設術を施

行した 1 例：第 38 回日本小児外科学会秋季シンポジウム（第 78 回直腸肛門奇形研究

会）：2022.10.28：岡山（Web） 

６．原 理大、川端 誠一、奥村 健児：小腸閉鎖症との鑑別が困難であった胎便関連性イレ

ウスの 1 例：第 51 回九州小児外科研究会：2022.8.21：Web 

７．原 理大、川端 誠一、奥村 健児：外科的治療介入を要した胎便閉塞性疾患：第 194 回

熊本外科集談会：2022.9.4：熊本 

 

（論文） 

１．Seiichi Kawabata, Rieko Sakamoto, Keiichi Uto, Tomoaki Irie, Masashi Kadohisa, 

Keita Shimata, Yasuko Narita, Kaori Isono, Masaki Honda, Shintaro Hayashida, Y

uki Ohya, Hidekazu Yamamoto, Hirotoshi Yamamoto, Miwako Nakano, Yasuhiko 

Sugawara, Yukihiro Inomata, Taizo Hibi：Intellectual development of patients with

 biliary atresia who underwent living donor liver transplantation in infancy：Pedia

tric Surgery International：38(2);201-208. 2022 Feb. 

２．原 理大、奥村 健児、山本 裕俊：先天性腰ヘルニアに対して修復術を施行した腰肋脊

椎症候群の 1 例：日本小児外科学会雑誌 2022 年 58 巻 1 号 p.52-56 

 

【脳神経内科】 

（講演・研修会） 

1. 和田 邦泰：COVID-19 と脳卒中 -血栓塞栓性合併症の話題を含めて-：第 37 回群馬脳

卒中医療連携の会：2022.1.25：WEB 

2. 和田 邦泰：脳卒中の地域連携ネットワーク〜熊本での取り組み〜：出水郡医師会学術

講演会：2022.2.14：WEB 

 

（学会発表） 
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1. 橋本 洋一郎：これからの脳卒中医療におけるブレイン・ハートチムの重要性：STROK

E 2022：2022.3.17：大阪 

2. 橋本 洋一郎：患者支援の全貌 ―脳卒中相談窓口と地域包括ケアシステム―。STROKE

 2022：2022.3.17：大阪 

3. 西山 瑶華、髙松 孝太郎、和田 邦泰、橋本 洋一郎、植田 光晴：自己免疫性筋炎との鑑

別を要した化膿性大胸筋炎の一例：第 337 回日本内科学会九州地方会：2022.5.28：熊

本市 

 

(論文) 

1. 和田 邦泰、髙松 孝太郎、橋本 洋一郎：脳血管障害(医原性を除く)。COVID-19 神経

ハンドブック ―急性期、後遺症からワクチン副反応まで―：下畑享良編集、中外医学

社、東京 2022、pp129-142 

2. 生田 源起、牧野 敬史、髙松 孝太郎、髙田 明、和田 邦泰、橋本 洋一郎：雷鳴頭痛の

発症早期に硬膜下血腫を併発した reversible cerebral vasoconstriction syndrome（RC

VS）の 1 例. 2022 Sep 28：62(9)：732-735. 

3. 坂本 和香奈，櫨川 岩穂，和田 邦泰，浦田 譲治：中小脳脚と脳梁に脳浮腫を生じた高

血糖高浸透圧症候群の 1 例．糖尿病 65（5）：215〜222，2022． 

4. 橋本 洋一郎，髙松 孝太郎，和田 邦泰：頭頸部血管障害による頭痛(特集：頭痛診療 u

pdate―基礎・臨床の最新情報―Ⅲ．頭痛の診断と治療 )．日本臨床 80(2)：287-295, 

2022 

5. 坂本 和香奈，櫨川 岩穂，和田 邦泰，浦田 譲治：中小脳脚と脳梁に脳浮腫を生じた高

血糖高浸透圧症候群の 1 例．糖尿病 65（5）：215〜222，2022． 

6. 橋本 洋一郎、髙松 孝太郎、和田 邦泰：頭頸部血管障害による頭痛。日本臨床 80：2

87-295, 2022 

7. 橋本 洋一郎、髙松 孝太郎、和田 邦泰：脳卒中地域連携：本臨床 2022 年 1 月増刊号 

最新臨床脳卒中学(第 2 版) 上 ―最新の診断と治療―：2022、pp681-689 

8. 橋本 洋一郎、髙松 孝太郎、和田 邦泰：脳卒中診療の課題と取り組み：Progress in M

edicine 42：119-124, 2022 

9. 橋本 洋一郎、髙松 孝太郎、和田 邦泰：脳卒中 5 ヵ年計画。脳神経内科：96; 341-35

0, 2022 

10. 橋本 洋一郎、髙松 孝太郎、和田 邦泰：一過性脳虚血発作(TIA)後の脳卒中予防のため

の指針：救急・集中治療 最新ガイドライン 2022-’23：2022、pp202-206 

11. 橋本 洋一郎、髙松 孝太郎、和田 邦泰：二次性頭痛：Clinical Neuroscience Vol. 40 

No 5：2022(in press)  

12. 橋本 洋一郎、和田 邦泰：神経疾患の緩和ケア：脳卒中。標準的神経治療：神経疾患の

緩和ケア：日本神経治療学会(in press) 
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【呼吸器内科】 

（講演・研修会） 

1. 藤井 一彦：気管支喘息治療戦略講演会：重症喘息における気流制限を含めた管理の意

義について：2022.03.25：熊本市 (WEB)  

2. 藤井 一彦：熊本県 IC Conference in KUMAMOTO：重症喘息における Bio 製剤導入

のポイント 〜ALL 九州 Biologics IC Conference を受けて〜：2022.04.14：熊本市 

(WEB) 

3. 藤井 一彦：熊本県耳鼻咽喉科医会講演会：I 耳鼻咽喉科医に知っていて欲しい慢性咳

嗽と喘息診療の今：2022.04.16：熊本市 (WEB) 

4. 藤井 一彦：喘息領域における治療の進歩一良好な喘息コントロールを目指して一：20

22.06.08：熊本市 (WEB) 

5. 藤井 一彦：GSK 重症喘息 WEB セミナー：重症喘息の治療の進歩〜今こそ“健康人と

変わらない日常生活”を目指して〜：2022.07.13：熊本市 (WEB) 

6. 藤井 一彦：AstraZeneca Respiratory Meeting：重症喘息治療における好酸球管理の重

要性と治療アプローチ：2022.09.16：熊本市 (WEB) 

7. 高橋 比呂志：COPD 診療 Up To Date セミナー〜健康寿命の延伸を目指して〜：コ

ロナ禍における当院の呼吸器診療：2022.09.29：熊本市 (WEB) 

8. 藤井 一彦：COPD 診療 Up To Date セミナー〜健康寿命の延伸を目指して〜：健康

寿命の延伸の為の COPD/ACO 診療〜増悪ゼロを見据えたビレーズトリの治療戦略

〜：2022.09.29：熊本市 (WEB) 

9. 藤井 一彦：重症喘息診療 Up To Date セミナー in 熊本：重症喘息治療の現状と課題：

2022.10.27：熊本市 (WEB) 

10. 岸 裕人：肺がん検診従事者講習会：胸部 X 線写真の読み方〜実際の画像とそ過〜：20

22.11.01：熊本市 (WEB)  

11. 岸 裕人：第 47 回熊本市民病院合同キャンサーボード 第 111 回がん治療セミナー：小

細胞肺癌の薬物治療, カルボプラチン＋エトポシド＋デュルバルマブ投与後に免疫関

連有害事象（IRAE)によると考えられる肝障害を認めた進展型小細胞肺癌の 1 例：202

2.11.02：熊本市 (WEB) 

12. 岸 裕人：第 443 回熊本チェストカンファランス：右肺下葉結節精査中に発見された気

管原発 MALT リンパ腫の 1 例：2022.11.24：熊本市 (WEB) 

13. 藤井 一彦：花みずきの会：重症喘息治療における好酸球管理の重要性と治療アプロー

チ：2022.12.15：熊本市 (WEB) 

 

（学会発表） 

１．高橋 比呂志、徳永 龍輝、原田 正公、岸 裕人、藤井 一彦、福田 浩一郎、岩越 一：
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濾胞性リンパ腫に対してオビヌツマブ（抗 CD20 抗体）で治療し、COVID-19 により

死亡した一例：第 89 回日本呼吸器学会・日本結核 非結核性抗酸菌症学会・日本サルコ

イドーシス/肉芽腫性疾患学会九州支部秋季学術講演会：2022.10.14-15：WEB 

 

 

【消化器内科】 

（講演・研修会） 

1. 大本 佳奈：IBD 診療若手医師向カンファレンス”KIC-Y”：PR3-ANCA 陽性でステロイ

ド抵抗性であった潰瘍性大腸炎の 1 例：2022.2.1 ：熊本市  

 

（学会発表） 

1. 齊藤 宏和、藤本 敦、大本 佳奈、門脇 義昂、多田 修治：第 119 回日本内科学会総会

 ：無症状総胆管結石における ERCP 後膵炎のリスク：2022.4.15-4.17：京都市  

2. 齊藤 宏和、藤本 敦、大本 佳奈、門脇 義昂、浦田 譲治、多田 修治：第 119 回日本消

化器病学会九州支部例会／第 113 回日本消化器内視鏡学会 九州支部例会 ：無症候性

総胆管結石における ERCP 後膵炎のリスク：2022.6.24-6.25：佐賀市  

3. 藤本 敦、大本 佳奈、門脇 義昂、齊藤 宏和、浦田 譲治、多田 修治：第 119 回日本消

化器病学会 九州支部例会／第 113 回日本消化器内視鏡学会 九州支部例会：経皮内視

鏡的胃瘻造設術後の経腸栄養開始後に発症した非閉塞性腸管虚血の 1 例：2022.6.24-6.

25：佐賀市 

4. 大本 佳奈、藤本 敦、門脇 義昂、齊藤 宏和、浦田 譲治、多田 修治：第 119 回日本消

化器病学会九州支部例会／第 113 回日本消化器内視鏡学会 九州支部例会：PR3-ANC

A 陽性で治療に難渋した回腸炎を伴う全大腸炎型潰瘍性大腸炎の 1 例：2022.6.24-6.25

 ：佐賀市 

5. 齊藤 宏和、藤本 敦、大本 佳奈、門脇 義昂、浦田 譲治、多田 修治：第 104 回日本内

視鏡学会総会(JDDW2022)：総胆管結石症における疾患ベースの ERCP 後膵炎のリス

ク層別化：2022.10.27-10.30：福岡市 

6. 中野 友貴、門脇 義昂、藤本 敦、大本 佳奈、齊藤 宏和、多田 修治、山根 大侍、徳

永 竜馬、生田 義明、横山 幸生、浦田 譲治、豊住 康夫：第 120 回日本消化器病学会

／第 114 日本消化器内視鏡学会：異時性・同時性に多発大腸癌を認め、卵巣漿液性腺

癌を合併した Lynch 症候群の 1 例：2022.12.2-12.3 ：熊本市 

7. 濱田 由紀、藤本 敦、大本 佳奈、門脇 義昂、齊藤 宏和、多田 修治、徳永 竜馬、山

根 大侍、生田 義明、横山 幸生、浦田 譲治、桑原 朋広、大竹 秀幸、豊住 康夫：膀

胱浸潤と右卵巣間膜浸潤を伴った局所進行盲腸癌に対し根治切除を行った 1 例：第 12

0 回日本消化器病学会／第 114 日本消化器内視鏡学会：2022.12.2-12.3 ：熊本市 

8. 家村公太朗、門脇 義昂、藤本 敦、大本 佳奈、齊藤 宏和、多田 修治、山根 大侍、徳
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永 竜馬、生田 義明、横山 幸生、浦田 譲治、桑原 朋広、大竹 秀幸、豊住 康夫：診

断に苦慮した原発性虫垂癌による卵巣卵管浸潤、尿管浸潤に対して外科的切除を行っ

た 1 例：：第 120 回日本消化器病学会／第 114 日本消化器内視鏡学会：2022.12.2-12.

3 ：熊本市 

9. 寺崎 萌、門脇 義昂、藤本 敦、大本 佳奈、齊藤 宏和、多田 修治、徳永 竜馬 山根 大

侍、生田 義明、横山 幸生、浦田 譲治、豊住 康夫：最大径 12cm の Solid pseudopap

illary neoplasm に対し腹腔鏡下膵尾部切除術を行った 1 例：第 120 回日本消化器病学

会／第 114 日本消化器内視鏡学会：2022.12.2-12.3 ：熊本市 

10. 村本 太郎、山根 大侍、藤本 敦、大本 佳奈、門脇 義昂、齊藤 宏和、徳永 竜馬、浦

田 譲治、多田 修治、生田 義明、横山 幸生：総胆管結石性胆管炎に対して緊急 ERC

P を行い発見された重複胆管に対して腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した 1 例：：第 120 回

日本消化器病学会／第 114 日本消化器内視鏡学会：2022.12.2-12.3 ：熊本市 

11. 服部 裕貴、藤本 敦、大本 佳奈、門脇 義昂、齊藤 宏和、多田 修治、山根 大侍、徳

永 竜馬、生田 義明、横山 幸生、原田 正公敗血症性ショック・DIC を併発した総胆管

結石性重症胆管炎に対して超音波内視鏡下胆道ドレナージ術を施行した 1 例：第 120

回日本消化器病学会／第 114 日本消化器内視鏡学会：2022.12.2-12.3 ：熊本市 

12. 藤本 敦、大本 佳奈、門脇 義昂、齊藤 宏和、多田 修治：スクリーニング目的の下部

消化管内視鏡検査で発見された肺腺癌大腸転移の 1 例：第 120 回日本消化器病学会／

第 114 日本消化器内視鏡学会：2022.12.2-12.3 ：熊本市 

13. 大本 佳奈、藤本 敦、門脇 義昂、齊藤 宏和、多田 修治、山根 大侍、徳永 竜馬、生

田 義明、横山 幸生、浦田 譲治、豊住 康夫：絞扼性イレウス術後に潰瘍性大腸炎（U

C）関連の胃・十二指腸炎をきたした 1 例：第 120 回日本消化器病学会／第 114 日本

消化器内視鏡学会：2022.12.2-12.3 ：熊本市 

14. 門脇 義昂、藤本 敦、大本 佳奈、齊藤 宏和、多田 修治、山根 大侍、徳永 竜馬、生

田 義明、横山 幸生、浦田 譲治：narrow distal segment の屈曲と蛇行が強く、経乳頭

的処置が困難であり、遺残胆嚢管からのランデブー法により総胆管結石除去が可能で

あった 1 例：：第 120 回日本消化器病学会／第 114 日本消化器内視鏡学会：2022.12.2

-12.3 ：熊本市 

15. 齊藤 宏和、藤本 敦、大本 佳奈、門脇 義昂、浦田 譲治、多田 修治：若手育成の観点

からみた総胆管結石症における非胆管炎 vs 胆管炎症例の ERCP 後膵炎のリスク：第 1

20 回日本消化器病学会／第 114 日本消化器内視鏡学会：2022.12.2-12.3 ：熊本市 

 

（論文） 

1. Saito H, Kadono Y, Shono T, Kamikawa K, Urata A, Nasu J, Imamura H, Matsu

shita I, Kakuma T, Tada S.J ：Increased post-endoscopic retrograde cholangiopanc

reatography pancreatitis for choledocholithiasis without acute cholangitis.：Journal 
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of Gastroenterology and Hepatology. 2022;37(2):327-334.. 

2. Saito H, Fujimoto A, Oomoto K, Kadowaki Y, Tada S：Current approaches and q

uestions yet to be resolved for the prophylaxis of post-endoscopic retrograde chol

angiopancreatography pancreatitis.：. World Journal of Gastrointestinal Endosccoy. 

2022;14(11):657-666 

3. Saito H, Sakaguchi M, Kadono Y, Shono T, Kamikawa K, Urata A, Nasu J, Imam

ura H, Matsushita I, Kakuma T, Tada S.：Disease-Based Risk Stratification of Po

stendoscopic Retrograde Cholangiopancreatography Pancreatitis for Common Bile 

Duct Stones.： Digestive Diseases and Sciences. 2022;67(1):305-314. 

4. Saito H, Kadono Y, Shono T, Kamikawa K, Urata A, Nasu J, Imamura H, Matsu

shita I, Kakuma T, Tada S. ：Endoscopic retrograde cholangiopancreatography for

 bile duct stones in patients with a performance status score of 3 or 4.： World 

J Gastrointest Endosc. 2022：14(4)：215-225. 

5. Saito H, Iwasaki H, Itoshima H, Kadono Y, Shono T, Kamikawa K, Urata A, Nas

u J, Uehara M, Matsushita I, Kakuma T, Tada S. ：Low Detection Rates of Bile 

Duct Stones During Endoscopic Treatment for Highly Suspected Bile Duct Stone

s with No Imaging Evidence of Stones.：Digestive Diseases and Sciences. 2022 N

ov 30. Online ahead of print. 

6. Saito H, Kadono Y, Shono T, Kamikawa K, Urata A, Nasu J, Imamura H, Matsu

shita I, Kakuma T, Tada S. ：Factors Predicting Difficult Biliary Cannulation duri

ng Endoscopic Retrograde Cholangiopancreatography for Common Bile Duct Ston

es.： Clinical Endoscopy. 2022;55(2):263-269.   

7. Saito H, Tada S.：Risk prediction of common bile duct stone recurrence based on

 new common bile duct morphological subtypes.： World Journal of Gastrointestin

al Surgery. 2022;14(8):874-876. 

 

【循環器内科】 

（学会発表） 

1. 前田 菜々、三角 郁夫、永野 美和、佐藤 幸治、岸 裕人：たこつぼ心筋症に左室内血

栓を合併した一例：第 336 回日本内科学会九州地方会：2022.1.29.：福岡市 

2. 寺崎 萌、三角 郁夫、永野 美和、佐藤 幸治、福田 浩一郎、緒方 亜紀：Covid-19 ワ

クチン摂取後に心膜炎をきたした一例：第 336 回 日本内科学会九州地方会：2022.1.2

9.：福岡市 

3. 中村 優也、三角 郁夫、佐藤 幸治、永野 美和、和田 邦泰、奥村 謙、宇宿 弘輝、辻

田 賢一：高血圧治療後に左室中部閉塞が出現した肥大型心筋症の一例：第 337 回日本

内科学会九州地方会：2022.5.28.：熊本市 
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4. 田平 晃久、山川 誠、原田 正公、佐藤 幸治、三角 郁夫：Junctional rhythm 時に血圧

低下をきたした多発性脳梗塞の 1 例：第 339 回 日本内科学会九州地方会：2022.11.2

7.：大分市 

5. 中野 友貴、田平 晃久、佐藤 幸治、三角 郁夫、岸 裕人：左房浸潤と左室拡張障害を

きたした肺癌の 1 症例：第 339 回 日本内科学会九州地方会：2022.11.27.：大分市 

6. 三角 郁夫、佐藤 幸治、永野 美和、福島 美紀子、和田 邦泰、宮中 敬、宇宿 弘輝、

辻田 賢一：悪性高血圧の 1 例：第 95 回 日本超音波医学会：2022.5.20.：名古屋市 

7. 三角 郁夫、宇宿 弘輝、佐藤 幸治、永野 美和、辻田 賢一：冠動脈-左室瘻の一例：第

33 回 日本心エコー図学会：2022.4.8.：鳥取市 

8. 三角 郁夫、佐藤 幸治、田平 晃久、福田 浩一郎、緒方 亜紀：Covid-19 ワクチン接種

後に収縮性心膜炎をきたした 1 例：第 70 回 日本心臓病学会：2022.9.23.：京都市 

9. 田平 晃久、佐藤 幸治、三角 郁夫、加口 敦士、鈴木 健久：冠動脈-左室瘻を合併した

SLE の一例：第 133 回 日本循環器学会九州地方会：2022.12.3.：久留米市 

 

（論文） 

1. Ikuo Misumi, Koji Sato, Miwa Nagano, Koichi Haba, keisuke Ohba, Koichi Kaikit

a, Kenichi Tsujita.：Apical flow and wall motion dynamics in left ventricular outfl

ow obstrcution：a case report.：J Echocardiogr. 20：178-179：2022. 

2. Ikuo Misumi, Aki ogata, Koichiro Fukuda, Koji Sato, Miwa Nagano, Hiroki Usuku,

 Kenichi Tsujita. ：Constrictive pericarditis following mRNA COVID-19 vaccinatio

n in a patient with systemic sclerosis.：JC CASES. 26：97-100：2022. 

3. Ikuo Misumi, Makoto Yamakawa, Masahiro Harada, Koji Sato, Akihisa Tabira, Hir

oki Usuku, Kenichi Tsujita. ：Severe hypotension during junctional rhythm in a p

atient with multiple cerebral infarcs.：JC CASES. 26：97-100：2022. 

4. Miwa Nagano, Ikuo Misumi, Koji Sato, Koichi Haba, Hiroshi Yamasaki, Yasuo To

yozumi, Hiroki Usuku, Kenichi Tsujita.：Recurrent syncope in a case with medias

tinal lymphoma.：Int Heart J. 63：647-650：2022. 

5. Miwa Nagano, Ikuo Misumi, Koji Sato, Koichi Haba, Hiroshi Yamasaki, Yasuo To

yozumi, Hiroki Usuku, Kenichi Tsujita.：Recurrent syncope in a case with medias

tinal lymphoma.：Int Heart J. 63：647-650：2022. 

6. Akihisa Tabira, Ikuo Misumi, Koji Sato, Hirofumi Matsuda, Tomoko Iwasaki, Hiro

ki Usuku, Kenichi Tsujita. ：Mid-ventricular obstructive cardiomyopathy after tako

tsubo cardiomyopathy：a case report.：Intern med. Advanced publication. DOI：1

0.2169/internalmedicine. 1099-22. 
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【血液・腫瘍内科】 

（講演・研修会） 

1. 山崎 浩：第 7 回がん医療研修会（熊本市薬剤師会主催）：保険薬局薬剤師さんに伝えた

い白血病に対する内服薬治療のポイント〜慢性骨髄性白血病を例に〜：2022.9.6：熊本

市 

 

【代謝内科】 

（講演・研修会） 

１. 櫨川 岩穂：第 21 回熊本生活習慣病フォーラム：当院における COVID-19 患者の糖尿

病管理の現状.：2022.3.11：熊本市 

（学会発表） 

1. 櫨川 岩穂、坂本 和香奈、佐藤幸治：副腎不全経過中に急性管症候群を生じた ACTH

単独欠損症の 1 例.：第 22 回日本内分泌学会九州地方会：2022.9.3：熊本市 

2. 坂本 和香奈、櫨川 岩穂、小寺厚志：SGLT2 阻害薬内服中に Basedow 病を発症し、正

常血糖ケトアシドーシスを契機に甲状腺クリーゼに至った 1 型糖尿病の 1 例.：第 22 回

日本内分泌学会九州地方会：2022.9.3：熊本市 

3. 坂本  和香奈、櫨川岩穂、岩越 一：当院における COVID-19 患者の糖尿病管理の現

状.：第 60 回日本糖尿病学会九州地方会：2022.10.7-8：福岡市 

 

【感染症内科】 

（論文） 

1. Ho Namkoong, Ryuya Edahiro, Tomomi Takano, Hiroshi Nishihara, Yuya Shirai, 

Kyuto Sonehara, Hiromu Tanaka, Shuhei Azekawa, Yohei Mikami, Ho Lee, Takan

ori Hasegawa, Koji Okudela, Daisuke Okuzaki, Daisuke Motooka, Masahiro Kanai,

 Tatsuhiko Naito, Kenichi Yamamoto, Qingbo S. Wang, Ryunosuke Saiki, Rino Is

hihara, Yuta Matsubara, Junko Hamamoto, Hiroyuki Hayashi, Yukihiro Yoshimura, 

Natsuo Tachikawa, Emmy Yanagita, Takayoshi Hyugaji, Eigo Shimizu, Kotoe Kata

yama, Yasuhiro Kato, Takayoshi Morita, Kazuhisa Takahashi, Norihiro Harada, To

shio Naito, Makoto Hiki, Yasushi Matsushita, Haruhi Takagi, Ryousuke Aoki, Ai 

Nakamura, Sonoko Harada, Hitoshi Sasano, Hiroki Kabata, Katsunori Masaki, Hir

ofumi Kamata, Shinnosuke Ikemura, Shotaro Chubachi, Satoshi Okamori, Hideki 

Terai, Atsuho Morita, Takanori Asakura, Junichi Sasaki, Hiroshi Morisaki, Yoshifu

mi Uwamino, Kosaku Nanki, Sho Uchida, Shunsuke Uno, Tomoyasu Nishimura, 

Takashi Ishiguro, Taisuke Isono, Shun Shibata, Yuma Matsui, Chiaki Hosoda, Ken

ji Takano, Takashi Nishida, Yoichi Kobayashi, Yotaro Takaku, Noboru Takayanagi,

 Soichiro Ueda, Ai Tada, Masayoshi Miyawaki, Masaomi Yamamoto, Eriko Yoshid
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a, Reina Hayashi, Tomoki Nagasaka, Sawako Arai, Yutaro Kaneko, Kana Sasaki, E

tsuko Tagaya, Masatoshi Kawana, Ken Arimura, Kunihiko Takahashi, Tatsuhiko A

nzai, Satoshi Ito, Akifumi Endo, Yuji Uchimura, Yasunari Miyazaki, Takayuki Hon

da, Tomoya Tateishi, Shuji Tohda, Naoya Ichimura, Kazunari Sonobe, Chihiro Ta

ni Sassa, Jun Nakajima, Yasushi Nakano, Yukiko Nakajima, Ryusuke Anan, Ryosuk

e Arai, Yuko Kurihara, Yuko Harada, Kazumi Nishio, Tetsuya Ueda, Masanori Az

uma, Ryuichi Saito, Toshikatsu Sado, Yoshimune Miyazaki, Ryuichi Sato, Yuki Ha

ruta, Tadao Nagasaki, Yoshinori Yasui, Yoshinori Hasegawa, Yoshikazu Mutoh, To

moki Kimura, Tomonori Sato, Reoto Takei, Satoshi Hagimoto, Yoichiro Noguchi, 

Yasuhiko Yamano, Hajime Sasano, Sho Ota, Yasushi Nakamori, Kazuhisa Yoshiya, 

Fukuki Saito, Tomoyuki Yoshihara, Daiki Wada, Hiromu Iwamura, Syuji Kanayam

a, Shuhei Maruyama, Takashi Yoshiyama, Ken Ohta, Hiroyuki Kokuto, Hideo Oga

ta, Yoshiaki Tanaka, Kenichi Arakawa, Masafumi Shimoda, Takeshi Osawa, Hiroki

 Tateno, Isano Hase, Shuichi Yoshida, Shoji Suzuki, Miki Kawada, Hirohisa Horin

ouchi, Fumitake Saito, Keiko Mitamura, Masao Hagihara, Junichi Ochi, Tomoyuki 

Uchida, Rie Baba, Daisuke Arai, Takayuki Ogura, Hidenori Takahashi, Shigehiro 

Hagiwara, Genta Nagao, Shunichiro Konishi, Ichiro Nakachi, Koji Murakami, Mits

uhiro Yamada, Hisatoshi Sugiura, Hirohito Sano, Shuichiro Matsumoto, Nozomu 

Kimura, Yoshinao Ono, Hiroaki Baba, Yusuke Suzuki, Sohei Nakayama, Keita Mas

uzawa, Shinichi Namba, Ken Suzuki, Yoko Naito, Yu-Chen Liu, Ayako Takuwa, F

uminori Sugihara, James B. Wing, Shuhei Sakakibara, Nobuyuki Hizawa, Takayuki 

Shiroyama, Satoru Miyawaki, Yusuke Kawamura, Akiyoshi Nakayama, Hirotaka Ma

tsuo, Yuichi Maeda, Takuro Nii, Yoshimi Noda, Takayuki Niitsu, Yuichi Adachi, 

Takatoshi Enomoto, Saori Amiya, Reina Hara, Yuta Yamaguchi, Teruaki Murakam

i, Tomoki Kuge, Kinnosuke Matsumoto, Yuji Yamamoto, Makoto Yamamoto, Mid

ori Yoneda, Toshihiro Kishikawa, Shuhei Yamada, Shuhei Kawabata, Noriyuki Kiji

ma, Masatoshi Takagaki, Noah Sasa, Yuya Ueno, Motoyuki Suzuki, Norihiko Take

moto, Hirotaka Eguchi, Takahito Fukusumi, Takao Imai, Munehisa Fukushima, Ha

ruhiko Kishima, Hidenori Inohara, Kazunori Tomono, Kazuto Kato, Meiko Takaha

shi, Fumihiko Matsuda, Haruhiko Hirata, Yoshito Takeda, Hidefumi Koh, Tadashi 

Manabe, Yohei Funatsu, Fumimaro Ito, Takahiro Fukui, Keisuke Shinozuka, Sumi

ko Kohashi, Masatoshi Miyazaki, Tomohisa Shoko, Mitsuaki Kojima, Tomohiro Ad

achi, Motonao Ishikawa, Kenichiro Takahashi, Takashi Inoue, Toshiyuki Hirano, K

eigo Kobayashi, Hatsuyo Takaoka, Kazuyoshi Watanabe, Naoki Miyazawa, Yasuhir

o Kimura, Reiko Sado, Hideyasu Sugimoto, Akane Kamiya, Naota Kuwahara, Akik

o Fujiwara, Tomohiro Matsunaga, Yoko Sato, Takenori Okada, Yoshihiro Hirai, H
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idetoshi Kawashima, Atsuya Narita, Kazuki Niwa, Yoshiyuki Sekikawa, Koichi Nish

i, Masaru Nishitsuji, Mayuko Tani, Junya Suzuki, Hiroki Nakatsumi, Takashi Ogu

ra, Hideya Kitamura, Eri Hagiwara, Kota Murohashi, Hiroko Okabayashi, Takao 

Mochimaru, Shigenari Nukaga, Ryosuke Satomi, Yoshitaka Oyamada, Nobuaki Mo

ri, Tomoya Baba, Yasutaka Fukui, Mitsuru Odate, Shuko Mashimo, Yasushi Maki

no, Kazuma Yagi, Mizuha Hashiguchi, Junko Kagyo, Tetsuya Shiomi, Satoshi Fuk

e, Hiroshi Saito, Tomoya Tsuchida, Shigeki Fujitani, Mumon Takita, Daiki Morik

awa, Toru Yoshida, Takehiro Izumo, Minoru Inomata, Naoyuki Kuse, Nobuyasu A

wano, Mari Tone, Akihiro Ito, Yoshihiko Nakamura, Kota Hoshino, Junichi Maruy

ama, Hiroyasu Ishikura, Tohru Takata, Toshio Odani, Masaru Amishima, Takeshi 

Hattori, Yasuo Shichinohe, Takashi Kagaya, Toshiyuki Kita, Kazuhide Ohta, Sator

u Sakagami, Kiyoshi Koshida, Kentaro Hayashi, Tetsuo Shimizu, Yutaka Kozu, His

ato Hiranuma, Yasuhiro Gon, Namiki Izumi, Kaoru Nagata, Ken Ueda, Reiko Tak

i, Satoko Hanada, Kodai Kawamura, Kazuya Ichikado, Kenta Nishiyama, Hiroyuki 

Muranaka, Kazunori Nakamura, Naozumi Hashimoto, Keiko Wakahara, Koji Sakam

oto, Norihito Omote, Akira Ando, Nobuhiro Kodama, Yasunari Kaneyama, Shunsu

ke Maeda, Takashige Kuraki, Takemasa Matsumoto, Koutaro Yokote, Taka-Aki Na

kada, Ryuzo Abe, Taku Oshima, Tadanaga Shimada, Masahiro Harada, Takeshi T

akahashi, Hiroshi Ono, Toshihiro Sakurai, Takayuki Shibusawa, Yoshifumi Kimizu

ka, Akihiko Kawana, Tomoya Sano, Chie Watanabe, Ryohei Suematsu, Hisako Sag

eshima, Ayumi Yoshifuji, Kazuto Ito, Saeko Takahashi, Kota Ishioka, Morio Naka

mura, Makoto Masuda, Aya Wakabayashi, Hiroki Watanabe, Suguru Ueda, Masan

ori Nishikawa, Yusuke Chihara, Mayumi Takeuchi, Keisuke Onoi, Jun Shinozuka, 

Atsushi Sueyoshi, Yoji Nagasaki, Masaki Okamoto, Sayoko Ishihara, Masatoshi Shi

mo, Yoshihisa Tokunaga, Yu Kusaka, Takehiko Ohba, Susumu Isogai, Aki Ogawa, 

Takuya Inoue, Satoru Fukuyama, Yoshihiro Eriguchi, Akiko Yonekawa, Keiko Kan-

o, Koichiro Matsumoto, Kensuke Kanaoka, Shoichi Ihara, Kiyoshi Komuta, Yoshiak

i Inoue, Shigeru Chiba, Kunihiro Yamagata, Yuji Hiramatsu, Hirayasu Kai, Koichir

o Asano, Tsuyoshi Oguma, Yoko Ito, Satoru Hashimoto, Masaki Yamasaki, Yu Ka

samatsu, Yuko Komase, Naoya Hida, Takahiro Tsuburai, Baku Oyama, Minoru Ta

kada, Hidenori Kanda, Yuichiro Kitagawa, Tetsuya Fukuta, Takahito Miyake, Shoz

o Yoshida, Shinji Ogura, Shinji Abe, Yuta Kono, Yuki Togashi, Hiroyuki Takoi, R

yota Kikuchi, Shinichi Ogawa, Tomouki Ogata, Shoichiro Ishihara, Arihiko Kanehi

ro, Shinji Ozaki, Yasuko Fuchimoto, Sae Wada, Nobukazu Fujimoto, Kei Nishiya

ma, Mariko Terashima, Satoru Beppu, Kosuke Yoshida, Osamu Narumoto, Hideak

i Nagai, Nobuharu Ooshima, Mitsuru Motegi, Akira Umeda, Kazuya Miyagawa, H
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isato Shimada, Mayu Endo, Yoshiyuki Ohira, Masafumi Watanabe, Sumito Inoue, 

Akira Igarashi, Masamichi Sato, Hironori Sagara, Akihiko Tanaka, Shin Ohta, To

moyuki Kimura, Yoko Shibata, Yoshinori Tanino, Takefumi Nikaido, Hiroyuki Min

emura, Yuki Sato, Yuichiro Yamada, Takuya Hashino, Masato Shinoki, Hajime Iw

agoe, Hiroshi Takahashi, Kazuhiko Fujii, Hiroto Kishi, Masayuki Kanai, Tomonori 

Imamura, Tatsuya Yamashita, Masakiyo Yatomi, Toshitaka Maeno, Shinichi Hayas

hi, Mai Takahashi, Mizuki Kuramochi, Isamu Kamimaki, Yoshiteru Tominaga, To

moo Ishii, Mitsuyoshi Utsugi, Akihiro Ono, Toru Tanaka, Takeru Kashiwada, Kaz

ue Fujita, Yoshinobu Saito, Masahiro Seike, Hiroko Watanabe, Hiroto Matsuse, N

orio Kodaka, Chihiro Nakano, Takeshi Oshio, Takatomo Hirouchi, Shohei Makino,

 Moritoki Egi, The Biobank Japan Project, Yosuke Omae, Yasuhito Nannya, Taka

fumi Ueno, Kazuhiko Katayama, Masumi Ai, Yoshinori Fukui, Atsushi Kumanogo

h, Toshiro Sato, Naoki Hasegawa, Katsushi Tokunaga, Makoto Ishii, Ryuji Koike, 

Yuko Kitagawa, Akinori Kimura, Seiya Imoto, Satoru Miyano, Seishi Ogawa, Taka

nori Kanai, Koichi Fukunaga & Yukinori Okada：DOCK2 is involved in the host 

genetics and biology of severe COVID-19：Nature：609：754-760：2022 

2. Qingbo S. Wang, Ryuya Edahiro, Ho Namkoong, Takanori Hasegawa, Yuya Shirai,

 Kyuto Sonehara, Hiromu Tanaka, Ho Lee, Ryunosuke Saiki, Takayoshi Hyugaji, 

Eigo Shimizu, Kotoe Katayama, Masahiro Kanai, Tatsuhiko Naito, Noah Sasa, Ken

ichi Yamamoto, Yasuhiro Kato, Takayoshi Morita, Kazuhisa Takahashi, Norihiro H

arada, Toshio Naito, Makoto Hiki, Yasushi Matsushita, Haruhi Takagi, Masako Ic

hikawa, Ai Nakamura, Sonoko Harada, Yuuki Sandhu, Hiroki Kabata, Katsunori M

asaki, Hirofumi Kamata, Shinnosuke Ikemura, Shotaro Chubachi, Satoshi Okamori,

 Hideki Terai, Atsuho Morita, Takanori Asakura, Junichi Sasaki, Hiroshi Morisaki,

 Yoshifumi Uwamino, Kosaku Nanki, Sho Uchida, Shunsuke Uno, Tomoyasu Nish

imura, Takashri Ishiguro, Taisuke Isono, Shun Shibata, Yuma Matsui, Chiaki Hos

oda, Kenji Takano, Takashi Nishida, Yoichi Kobayashi, Yotaro Takaku, Noboru T

akayanagi, Soichiro Ueda, Ai Tada, Masayoshi Miyawaki, Masaomi Yamamoto, Eri

ko Yoshida, Reina Hayashi, Tomoki Nagasaka, Sawako Arai, Yutaro Kaneko, Kana 

Sasaki, Etsuko Tagaya, Masatoshi Kawana, Ken Arimura, Kunihiko Takahashi, Tat

suhiko Anzai, Satoshi Ito, Akifumi Endo, Yuji Uchimura, Yasunari Miyazaki, Taka

yuki Honda, Tomoya Tateishi, Shuji Tohda, Naoya Ichimura, Kazunari Sonobe, C

hihiro Tani Sassa, Jun Nakajima, Yasushi Nakano, Yukiko Nakajima, Ryusuke Ana

n, Ryosuke Arai, Yuko Kurihara, Yuko Harada, Kazumi Nishio, Tetsuya Ueda, Ma

sanori Azuma, Ryuichi Saito, Toshikatsu Sado, Yoshimune Miyazaki, Ryuichi Sato,

 Yuki Haruta, Tadao Nagasaki, Yoshinori Yasui, Yoshinori Hasegawa, Yoshikazu 
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Mutoh, Tomoki Kimura, Tomonori Sato, Reoto Takei, Satoshi Hagimoto, Yoichiro

 Noguchi, Yasuhiko Yamano, Hajime Sasano, Sho Ota, Yasushi Nakamori, Kazuhis

a Yoshiya, Fukuki Saito, Tomoyuki Yoshihara, Daiki Wada, Hiromu Iwamura, Syuj

i Kanayama, Shuhei Maruyama, Takashi Yoshiyama, Ken Ohta, Hiroyuki Kokuto, 

Hideo Ogata, Yoshiaki Tanaka, Kenichi Arakawa, Masafumi Shimoda, Takeshi Osa

wa, Hiroki Tateno, Isano Hase, Shuichi Yoshida, Shoji Suzuki, Miki Kawada, Hiro

hisa Horinouchi, Fumitake Saito, Keiko Mitamura, Masao Hagihara, Junichi Ochi, 

Tomoyuki Uchida, Rie Baba, Daisuke Arai, Takayuki Ogura, Hidenori Takahashi, 

Shigehiro Hagiwara, Genta Nagao, Shunichiro Konishi, Ichiro Nakachi, Koji Mura

kami, Mitsuhiro Yamada, Hisatoshi Sugiura, Hirohito Sano, Shuichiro Matsumoto, 

Nozomu Kimura, Yoshinao Ono, Hiroaki Baba, Yusuke Suzuki, Sohei Nakayama, 

Keita Masuzawa, Shinichi Namba, Takayuki Shiroyama, Yoshimi Noda, Takayuki 

Niitsu, Yuichi Adachi, Takatoshi Enomoto, Saori Amiya, Reina Hara, Yuta Yamag

uchi, Teruaki Murakami, Tomoki Kuge, Kinnosuke Matsumoto, Yuji Yamamoto, 

Makoto Yamamoto, Midori Yoneda, Kazunori Tomono, Kazuto Kato, Haruhiko Hi

rata, Yoshito Takeda, Hidefumi Koh, Tadashi Manabe, Yohei Funatsu, Fumimaro 

Ito, Takahiro Fukui, Keisuke Shinozuka, Sumiko Kohashi, Masatoshi Miyazaki, To

mohisa Shoko, Mitsuaki Kojima, Tomohiro Adachi, Motonao Ishikawa, Kenichiro 

Takahashi, Takashi Inoue, Toshiyuki Hirano, Keigo Kobayashi, Hatsuyo Takaoka, 

Kazuyoshi Watanabe, Naoki Miyazawa, Yasuhiro Kimura, Reiko Sado, Hideyasu Su

gimoto, Akane Kamiya, Naota Kuwahara, Akiko Fujiwara, Tomohiro Matsunaga, Y

oko Sato, Takenori Okada, Yoshihiro Hirai, Hidetoshi Kawashima, Atsuya Narita, 

Kazuki Niwa, Yoshiyuki Sekikawa, Koichi Nishi, Masaru Nishitsuji, Mayuko Tani, 

Junya Suzuki, Hiroki Nakatsumi, Takashi Ogura, Hideya Kitamura, Eri Hagiwara, 

Kota Murohashi, Hiroko Okabayashi, Takao Mochimaru, Shigenari Nukaga, Ryosu

ke Satomi, Yoshitaka Oyamada, Nobuaki Mori, Tomoya Baba, Yasutaka Fukui, Mi

tsuru Odate, Shuko Mashimo, Yasushi Makino, Kazuma Yagi, Mizuha Hashiguchi, 

Junko Kagyo, Tetsuya Shiomi, Satoshi Fuke, Hiroshi Saito, Tomoya Tsuchida, Shi

geki Fujitani, Mumon Takita, Daiki Morikawa, Toru Yoshida, Takehiro Izumo, Mi

noru Inomata, Naoyuki Kuse, Nobuyasu Awano, Mari Tone, Akihiro Ito, Yoshihik

o Nakamura, Kota Hoshino, Junichi Maruyama, Hiroyasu Ishikura, Tohru Takata, 

Toshio Odani, Masaru Amishima, Takeshi Hattori, Yasuo Shichinohe, Takashi Ka

gaya, Toshiyuki Kita, Kazuhide Ohta, Satoru Sakagami, Kiyoshi Koshida, Kentaro 

Hayashi, Tetsuo Shimizu, Yutaka Kozu, Hisato Hiranuma, Yasuhiro Gon, Namiki 

Izumi, Kaoru Nagata, Ken Ueda, Reiko Taki, Satoko Hanada, Kodai Kawamura, K

azuya Ichikado, Kenta Nishiyama, Hiroyuki Muranaka, Kazunori Nakamura, Naozu
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mi Hashimoto, Keiko Wakahara, Sakamoto Koji, Norihito Omote, Akira Ando, No

buhiro Kodama, Yasunari Kaneyama, Shunsuke Maeda, Takashige Kuraki, Takema

sa Matsumoto, Koutaro Yokote, Taka-Aki Nakada, Ryuzo Abe, Taku Oshima, Tad

anaga Shimada, Masahiro Harada, Takeshi Takahashi, Hiroshi Ono, Toshihiro Sak

urai, Takayuki Shibusawa, Yoshifumi Kimizuka, Akihiko Kawana, Tomoya Sano, C

hie Watanabe, Ryohei Suematsu, Hisako Sageshima, Ayumi Yoshifuji, Kazuto Ito, 

Saeko Takahashi, Kota Ishioka, Morio Nakamura, Makoto Masuda, Aya Wakabayas

hi, Hiroki Watanabe, Suguru Ueda, Masanori Nishikawa, Yusuke Chihara, Mayumi

 Takeuchi, Keisuke Onoi, Jun Shinozuka, Atsushi Sueyoshi, Yoji Nagasaki, Masaki

 Okamoto, Sayoko Ishihara, Masatoshi Shimo, Yoshihisa Tokunaga, Yu Kusaka, T

akehiko Ohba, Susumu Isogai, Aki Ogawa, Takuya Inoue, Satoru Fukuyama, Yoshi

hiro Eriguchi, Akiko Yonekawa, Keiko Kan-o, Koichiro Matsumoto, Kensuke Kana

oka, Shoichi Ihara, Kiyoshi Komuta, Yoshiaki Inoue, Shigeru Chiba, Kunihiro Yam

agata, Yuji Hiramatsu, Hirayasu Kai, Koichiro Asano, Tsuyoshi Oguma, Yoko Ito, 

Satoru Hashimoto, Masaki Yamasaki, Yu Kasamatsu, Yuko Komase, Naoya Hida, 

Takahiro Tsuburai, Baku Oyama, Minoru Takada, Hidenori Kanda, Yuichiro Kitag

awa, Tetsuya Fukuta, Takahito Miyake, Shozo Yoshida, Shinji Ogura, Shinji Abe, 

Yuta Kono, Yuki Togashi, Hiroyuki Takoi, Ryota Kikuchi, Shinichi Ogawa, Tomo

uki Ogata, Shoichiro Ishihara, Arihiko Kanehiro, Shinji Ozaki, Yasuko Fuchimoto, 

Sae Wada, Nobukazu Fujimoto, Kei Nishiyama, Mariko Terashima, Satoru Beppu, 

Kosuke Yoshida, Osamu Narumoto, Hideaki Nagai, Nobuharu Ooshima, Mitsuru 

Motegi, Akira Umeda, Kazuya Miyagawa, Hisato Shimada, Mayu Endo, Yoshiyuki 

Ohira, Masafumi Watanabe, Sumito Inoue, Akira Igarashi, Masamichi Sato, Hiron

ori Sagara, Akihiko Tanaka, Shin Ohta, Tomoyuki Kimura, Yoko Shibata, Yoshino

ri Tanino, Takefumi Nikaido, Hiroyuki Minemura, Yuki Sato, Yuichiro Yamada, T

akuya Hashino, Masato Shinoki, Hajime Iwagoe, Hiroshi Takahashi, Kazuhiko Fuji

i, Hiroto Kishi, Masayuki Kanai, Tomonori Imamura, Tatsuya Yamashita, Masakiy

o Yatomi, Toshitaka Maeno, Shinichi Hayashi, Mai Takahashi, Mizuki Kuramochi, 

Isamu Kamimaki, Yoshiteru Tominaga, Tomoo Ishii, Mitsuyoshi Utsugi, Akihiro O

no, Toru Tanaka, Takeru Kashiwada, Kazue Fujita, Yoshinobu Saito, Masahiro Sei

ke, Hiroko Watanabe, Hiroto Matsuse, Norio Kodaka, Chihiro Nakano, Takeshi O

shio, Takatomo Hirouchi, Shohei Makino, Moritoki Egi, Yosuke Omae, Yasuhito 

Nannya, Takafumi Ueno, Tomomi Takano, Kazuhiko Katayama, Masumi Ai, Atsus

hi Kumanogoh, Toshiro Sato, Naoki Hasegawa, Katsushi Tokunaga, Makoto Ishii, 

Ryuji Koike, Yuko Kitagawa, Akinori Kimura, Seiya Imoto, Satoru Miyano, Seishi 

Ogawa, Takanori Kanai, Koichi Fukunaga & Yukinori Okada：The whole blood tr
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anscriptional regulation landscape in 465 COVID-19 infected samples from Japan 

COVID-19 Task Force：Nat Commun：13：4830：2022 

 

【消化器外科】 

（講演・研修会） 

1. 生田 義明：消化器がんに対する低侵襲手術と拡大手術：第 45 回熊本市民病院病病・病

診連携会（講演会）：2022.11.30：熊本 

 

（学会発表） 

1. 生田 義明：腹腔鏡下胆嚢摘出術術前の解剖学的検索についての検討：第 122 回日本外

科学会：2022.4：熊本 

2. 徳永 竜馬：SWI/SNF 複合体構成遺伝子変異は免疫チェックポイント阻害薬の効果予

測因子になりうる.デジタルポスター：第 122 回日本外科学会 2022.4：熊本 

3. 山根 大侍. 大腸癌微小環境における Fusobacterium nucleatum と鉄の関係 . 山根大

侍. デジタルポスター：第 122 回日本外科学会 2022.4：熊本 

4. 山尾 宣暢：血糖コントロール不良症例における便潜血検査を活用した消化器悪性腫瘍

のスクリーニング法についての検討：山尾宣暢：デジタルポスター：第 122 回日本外

科学会 2022.4：熊本 

5. 塚本 雅代：80 歳以上の大腸癌患者に対する手術適応：デジタルポスター：第 122 回日

本外科学会 2022.4：熊本 

6. 家村 公太朗：ガーゼオーマが誘因となり発生した腹腔内原発血管肉腫の１例.研修医の

セッション：第 122 回日本外科学会 2022.4：熊本 

7. 中村 優也：当院で経験した胆嚢捻転症の 2 例.研修医のセッション：第 122 回日本外科

学会 2022.4：熊本 

8. 徳永 竜馬：術前の糖質コルチコイド内服は大腸癌患者の術後転帰に悪影響を与える.デ

ジタルポスター：JDDW 2022.10：福岡 

9. 生田 義明：Investigation of the accessory hepatic duct before laparoscopic cholecy

stectomy (LC).ポスター：第 34 回日本肝胆膵外科学会 2022.6（松山） 

10. 山根 大侍：The relationship between Fusobacterium nucleatum and iron in colore

ctal cancer microenvironment：第 77 回 日本消化器外科学会 2022.7. (横浜) 

11. 村本 太郎：総胆管結石性胆管炎に対して緊急 ERCP を行い発見された重複胆管に対し

て腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した 1 例：第 120 回日本消化器病学会九州支部例会 202

2.12.熊本 

12. 濱田 由紀：膀胱浸潤と右卵巣浸潤を伴った局所進行盲腸がんに対し根治切除を行った

１例. 第 120 回日本消化器病学会九州支部例会 2022.12.熊本 

13. 中野 友貴：維持性・同時性に多発大腸癌を認め、卵巣漿膜性腺癌を合併した Lynch 症
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候群疑診例.第 120 回日本消化器病学会九州支部例会 2022.12.熊本 

14. 寺崎 萌：最大径１２cm の SPN に対し腹腔鏡下衰微部切除を行った１例.第 120 回日

本消化器病学会九州支部例会 2022.12.熊本 

15. 家村 公太朗：診断に苦慮した原発性虫垂癌による卵巣卵管浸潤、尿管浸潤に対して外

科的切除を行った 1 例 第 120 回日本消化器病学会九州支部例会 2022.12.熊本 

16. 中野 友貴：維持性・同時性に多発大腸癌を認め、卵巣漿膜性腺癌を合併した Lynch 症

候群疑診例.第 120 回日本消化器病学会九州支部例会 2022.12.熊本 

17. 前田 菜々、横山 幸生、山根 大侍、徳永 竜馬、生田 義明：直腸脱に対する Gant-Mi

wa-Thiersch 法が直腸間膜に及ぼす影響について：：第８回熊本直腸肛門疾患懇談会：

2022.2.26：熊本  

 

（論文） 

1. Puccini A, Poorman K, Catalano F, Seeber A, Goldberg RM, Salem ME, Shields AF, 

Berger MD, Battaglin F, Tokunaga R, Naseem M, Zhang W, Philip PA, Marshall JL, Korn 

WM, Lenz HJ. M: olecular profiling of signet-ring-cell carcinoma (SRCC) from the 

stomach and colon reveals potential new therapeutic targets. Oncogene. 2022 

Jun;41(26):3455-3460.  

2. Yokoyama S, Ikuta Y, Tsukamoto M, Yamao T.: Effect of the Gant-Miwa-Thiersch 

procedure for rectal prolapse on the mesorectum. J Anus Rectum Colon. 2022 Jul; 

6(3):190-4 

3. Yokoyama S, Tokunaga R, Maeda N, Yamane T, Ikuta Y.: Laparoscopic observation of 

adhesive rectal fixation after Gant–Miwa–Thiersch procedure for rectal prolapse: a case 

report.  J Anus Rectum Colon. (in press) 

4.  

【乳腺・内分泌外科】 

 

（学会発表） 

1. 岩瀬 弘敬、佐藤 美和、村上 敬一：CDK4/6 阻害薬治療後にエチニルエストラジオー

ルが効果を示している乳癌肺転移の 1 例：第 197 回日本乳癌学会九州地方会：2022.3.

5：長崎 

2. 岩瀬弘敬、佐藤美和、村上敬一：ER 陽性 HER2 陰性転移乳癌に対する CDK4/6 阻害

薬治療後のエチニルエストラジオールの使用経験：第 30 回日本乳癌学会学術総会：20

22.6.30-7.2：横浜市 

3. 竹下 卓志, 鈴木 康弘, 鳥越 俊彦, 高部 和明：PO20-6 乳がんにおけるがん免疫サイ

クル機能不全分類の重要性：第 30 回日本乳癌学会総会：2022.6.30-7.2：横浜市 

4. 岩瀬 弘敬：乳癌内分泌療法の今昔 －温故知新－：第 23 回乳癌最新情報カンファレン
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ス：2022.8.26：鎌倉市 

5. K. Watanabe, N. Niikura, Y. Kikawa, M. Oba, K. Kobayashi, H. Tada, S. Ozaki, U. Toh, 

Y. Yamamoto, M. Tsuneizumi, T. Okuno, N. Iwakuma, T. Takeshita, T. Iwamoto, H. 

Ishiguro, N. Masuda, S. Saji,：Poster Fulvestrant with additional palbociclib in advanced 

or metastatic hormone receptor-positive HER2-negative breast cancer after progression 

to fulvestrant monotherapy：JBCRG- M07 (FUTURE trial).：2022.9.9-9.13：Paris 

6. 竹下 卓志, 岩瀬 弘敬, 高部 和明：Poster ホルモン受容体陽性 HER2 陰性乳癌におけ

るエストロゲンシグナルへの反応性の程度の臨床的重要性：第 81 回日本癌学会総会：

2022.9.29-10.1：横浜市 

 

（論文） 

1. Sueta A, Yamamoto-Ibusuki M, Tomiguchi M, Fujiki Y, Goto-Yamaguchi L, Iwase

 H, Yamamoto Y：Predictive and prognostic significance of BRCAness in HER2-n

egative breast cancer.：29(2)：368-376：2022.5.29 

 

（著書） 

1. 岩瀬弘敬：ホルモン療法薬－乳癌 pp580-585 「ポケットドラッグス 2023」：監修 医

学書院（東京） 

 

【整形外科】 

（講演・研修会） 

1. 酒本 高志：第 1 回骨折リエゾンサービス研修会：骨粗鬆症に対する知識の共有と骨折

リエゾンサービスの意義について：2022 年 5 月 30 日：熊本市 

2. 興梠 航：第 300 回湖東カンファレンス：当院における大腿骨近位部骨折患者の骨粗鬆

症治療の現状：2022 年 11 月 28 日：熊本市 

3. 酒本 高志：熊本市東部地域連携 WEB セミナー：地域で考える骨粗鬆症 〜二次性骨折

予防継続管理料について〜：2022 年 12 月 21 日：熊本市 

4. 渡邉 弘之：熊本市東部地域連携 WEB セミナー：寛骨臼形成不全の治療 〜ミロガバリ

ンへの期待〜：2022 年 12 月 21 日：熊本市 

 

（学会発表） 

1. 渡邉 弘之、興梠 航、酒本 高志、岡田 龍哉、笹岡 眞光、相良 孝昭：ALS アプローチ

THA における腸骨大腿靭帯垂直束切離の影響：第 52 回日本人工関節学会：令和 4(20

22)年 2 月 25 日〜2 月 26 日：京都（Web） 

2. 石川 喜仁、渡邉 弘之、岡田 龍哉、興梠 航、酒本 高志、相良 孝昭：当科の寛骨臼回

転骨切り術における術後 VTE についての検討：第 100 回熊本整形外科医会：2022 年
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6 月４日：熊本市 

3. 渡邉 弘之、酒本 高志、興梠 航、相良 孝昭：ALS-THA における腸骨大腿靭帯垂直束

処理と JHEQ の関係性：第 49 回日本股関節学会：令和 4(2022)年 10 月 27 日〜28 日：

山形市 

4. 髙田 和也、蔵座 京志郎、渡邉 弘之、相良 孝昭、興梠 航、酒本 高志：寛骨臼回転骨

切り術後３か月間における下肢機能の経時的変化：第 49 回日本股関節学会：令和 4(2

022)年 10 月 27 日〜28 日：山形市 

5. 興梠 航、渡邉 弘之、酒本 高志、相良 孝昭：高位脱臼股に対して短縮骨切りを行わず

に施行した THA のカップ設置高位についての検討：第 49 回日本股関節学会：令和 4

(2022)年 10 月 27 日〜28 日：山形市 

6. 石川 喜仁、渡邉 弘之、岡田 龍哉、興梠 航、酒本 高志、相良 孝昭：当院の寛骨臼回

転骨切り術における術後 VTE についての検討 ：第 144 回西日本整形災害外科学会学

術集会：令和 4(2022)年 11 月 12 日〜13 日：宇部市 

7. 渡邉 弘之、興梠 航、酒本 高志、岡田 龍哉、石川 喜仁、相良 孝昭：当科における大

腿骨短縮骨切り術併用 THA の検討：第 144 回西日本整形災害外科学会学術集会：令和

4(2022)年 11 月 12 日〜13 日：宇部市 

8. 興梠 航、渡邉 弘之、岡田 龍哉、酒本 高志、石川 喜仁、相良 孝昭：高位脱臼股に対

して短縮骨切りを行わずに施行した THA のカップ設置高位についての検討 ：第 144

回西日本整形災害外科学会学術集会：令和 4(2022)年 11 月 12 日〜13 日：宇部市 

9. 石川 喜仁、渡邉 弘之、岡田 龍哉、興梠 航、酒本 高志、相良 孝昭：modified Wag

ner Osteotomy を用いた THA stem 抜去の経験：第 101 回熊本整形外科医会：2022 年

12 月 17 日：熊本市 

10. 岡田 龍哉、渡邉 弘之、興梠 航、酒本 高志、石川 喜仁、相良 孝昭：脊髄くも膜嚢胞

に対し嚢胞壁切除とシャント閉鎖を行った 1 例：第 101 回熊本整形外科医会：2022 年

12 月 17 日：熊本市 

 

（論文） 

1. 酒本 高志 渡邉 弘之、興梠 航、相良 孝昭：Avenir Complete stem の使用経験：Hip

 Joint48：109-111：2022 

2. 興梠 航、渡邉 弘之、酒本 高志、相良 孝昭：当院の Metal-on-Metal THA における

ARMD の検討：Hip Joint：48：525-528：2022 

3. 渡邉 弘之、興梠 航、酒本 高志、相良 孝昭：60 歳以上に施行した寛骨臼回転骨切り

術の成績 Hip Joint：48：381-384：2022 

4. 笹岡 眞光、岡田 龍哉、渡邉 弘之、興梠 航、酒本 高志、相良 孝昭：当院における腰

椎外側病変の治療成績：整形外科と災害外科：71(4)：619-621：2022 
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【脳神経外科】 

（講演・研修会） 

１．田尻 征治：熊本 NPH セミナー：芦北・水俣地域における「もの忘れ水頭症外来」立

ち上げの経験 ：2022.10.５：熊本市 

２．田尻 征治：第 45 回熊本市民病院 病病・病診連携懇談会：当院における脳神経外科の

果たすべき役割：2022.11.30：熊本市（熊本市民病院） 

 

【皮膚科】 

（学会発表） 

1. 鈴木 健久：加口 敦士、緒方 亜紀：蜂窩織炎として治療された再燃を繰り返す化膿性

膝関節炎の一例：日本皮膚科学会第 236 回熊本地方会：2022 年 12 月 18 日：熊本市、

WEB ハイブリッド 

 

【泌尿器科】 

（講演・研修会） 

１． 里地 葉：間質性膀胱炎 WEB Seminar in KUMAMOTO.：間質性膀胱炎に関する疑

問.：2022.02.15：WEB 

２． 里地 葉：第 10 回衛戍民生の会：小児泌尿器科診療の幕を開けよう：2022.02.18：WE

B 

３． 里地 葉：大塚製薬工場 社内研修会：排尿管理 間欠導尿の極意：2022.06.16：熊本市 

４． 里地 葉：大塚製薬工場 社内研修会：二分脊椎の排尿管理：2022.11.07：WE（事前収

録） 

 

（学会発表） 

１． 村上 道洋、里地 葉、黒田 庄一郎、桑原 朋広．：巨大尿管症に対し二期的手術を行っ

た 1 例：第 18 回九州小児泌尿器研究会．：2022.02.12：WEB 

２． 里地 葉．：さまざまな視点からの性差医学医療 膀胱癌の発生・予後における性差医療．

第 15 回日本性差医学・医療学会学術集会．：2022.02.19：WEB 

３． 黒田 庄一郎、里地 葉、村上 道洋、桑原 朋広．：単一腎盂尿管に伴う尿管異所開口症

例の検討．第 203 回日本泌尿器科学会熊本地方会．：2022.03.12 熊本市 

４． 村上 道洋、黒田 庄一郎、里地 葉、桑原 朋広、甲斐 信幸．：膀胱癌 clear cell varian

t の 1 例．第 203 回日本泌尿器科学会熊本地方会．：2022.03.12：熊本市 

５． 里地 葉、村上 道洋．：出生後無尿となった両側高度水腎症．：第 37 回日本小児泌尿器

科学会．2022.07.22．：東京 

６． 里地 葉．：小児期に治療を受けた下部尿路疾患〜思春期以降の問題点と対策 二分脊椎

 思春期以降の課題と対策．：第 29 回日本排尿機能学会．：2022.09.01．：札幌市 
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７． 久高 麗應、里地 葉、村上 道洋、桑原 朋広．：ペンブロリズマブ＋レンバチニブ併用

療法により縮小を認めた腎細胞癌術後骨転移の一例．日本泌尿器科学会第 204 回熊本

地方会．：2022.09.17.：熊本市 

８． 村上道洋、里地葉、久高麗應、桑原朋広．：当院における小児腎盂形成術の検討．：日本

泌尿器科学会第 204 回熊本地方会．：2022.09.17.：熊本市 

 

（論文） 

１．黒田 庄一郎、里地 葉、中村 圭輔、桑原 朋広．：術前診断が可能であった膀胱パラガ

ングリオーマの 1 例．：西日本泌尿器科：84：571-577：2022 

２．里地 葉：女性下部尿路症状に対する診療のポイント. ：月刊泌尿器科：16：332-341：

2022 

 

【眼科】 

（講演・研修会） 

1. 福島 美紀子：ベオビュ発売 2 周年記念講演会 DME 日常診療における治療の選択：2

022.6.25.：熊本市メルパルク熊本 

2. 福島 美紀子：参天社内セミナー DME 治療の現状と課題：2022.7.21：熊本市(Web) 

3. 福島 美紀子：熊本県 眼科 医療連携 Web カンファレンス 熊本市民病院における眼科

診療：2022.9.27：熊本市(Web) 

4. 福島 美紀子：ノバルティス社内セミナー D M E 治療の現状：2022.12.22：熊本市：

Web 

 

（学会発表） 

1. 山下 俊一、大平 さおり、有村 和枝、福島 美紀子：フォークト小柳原田病が疑われた

強膜炎の一症例：第 565 回熊本眼科集談会：2022.3.26：熊本市（ANA クラウンプラザ

ホテル熊本ニュースカイ） 

 

【歯科口腔外科】 

（講演・研修会） 

1. 町田 李菜 :令和 4 年度第１回口腔外科ベーシックセミナー：歯科治療時における急変

時の対応：2022.5.17：熊本市 

 

 

（論文） 

1. 小寺厚志、町田李菜、太田和俊：顎変形症術後のシバリングに関する後方視的検討：臨

床麻酔：46（10）：1325－1327：2022 
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【産科・婦人科】 

（学会発表） 

１．平尾 佳奈、杉野 麗花、吉積 貴子、富永茉莉子、神尾未紗希、 直居 裕和、本田 智子、

⽒岡 威史、大竹 秀幸、本田 律生：過去 1 年間に IVR を行った 6 症例の検討：令

和 3 年度熊本産科婦人科学会 第 239 回学術講演会 2022.3.5 

２．平尾 佳奈、蛯原 優花、杉野 麗花、吉積 貴子、 富永茉莉子、神尾未紗希、直居 裕和、

本田 智子、 ⽒岡 威史、大竹 秀幸、本田 律生：腺肉腫が疑われ単純子宮全摘出術を

施行した結節性硬化症合併の子宮内膜ポリープの 1 例 ：令和 3 年度熊本産科婦人科

学会 第 240 回学術講演会 2022.7.2： 

３．神尾未紗希、大竹秀幸、吉積貴子、直居裕和、本田律生：子宮体部の急速な増大により

子宮捻転を生じたと考えられる高悪性度子宮肉腫の 1 例：第 64 回日本婦人科腫瘍学会

  2022.7.14⁻16 久留米市 

４．直居裕和、吉積貴子、神尾美紗希、大竹秀幸：当院における進行卵巣癌患者に対する H

RD 検査の現況：第 64 回日本婦人科腫瘍学会  2022.7.14⁻16 久留米市： 

５．平尾 佳奈、蛯原 優花、杉野 麗花、吉積 貴子、富永茉莉子、 直居 裕和、本田 智子、

⽒岡 威史、大竹 秀幸、本田 律生：当院における COVID-19 妊婦への対応‐第 2 報

-：令和 3 年度熊本産科婦人科学会 第 241  回学術講演会：2022.11.5 

６．前田 菜々、直居 裕和：PSC 疑い症例に対し審査腹腔鏡下手術にて採取した生検組織

を用いた HRD 検査 の現況 ：第 62 回日本産科婦人科内視鏡学会：2022.9.7-10 

７．直居 裕和：熊本県における婦人科内視鏡手術の普及に向けた取り組みと課題：第 62 回

日本産科婦人科内視鏡学会 2022.9.7-10： 

８．直居 裕和：内膜症性嚢胞の術前診断で腹腔鏡下手術施行し消化管間質腫瘍（GIST）と

診断された一例：第 36 回日本内視鏡外科学会：2022.12.8-10 

 

（論文） 

1. 杉野 麗花、大竹 秀幸、岸本 かおり、吉積 貴子、冨永 茉莉子、神尾 未紗希、本田 智

子、⽒岡 威史、本田 律生：腹膜癌との鑑別を要した結核性腹膜炎の一例：熊本産科婦

人科学会雑誌 2022 年４月発刊：Vol.66 pp.33-37,2022 

2. Hideto Yamada, Masashi Deguchi, Shigeru Saito, Toshiyuki Takeshita, Mari Mitsu

i, Tsuyoshi Saito, Takeshi Nagamatsu, Koichi Takakuwa, Mikiya Nakatsuka, Satos

hi Yoneda, Katsuko Egashira, Masahito Tachibana, Keiichi Matsubara, Ritsuo Hon

da, Atsushi Fukui, Kanji Tanaka, Kazuo Sengoku, Toshiaki Endo, Hiroaki Yata：In

travenous immunoglobulin treatment in women with four or more recurrent pregn

ancy losses：A double-blind, randomised, placebo-controlled trial”： THE LANCE

T Discovery Science, eClinical Medicine DOI：10.1016/j.eclinm.2022.101527 
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【麻酔科】 

（講演・研修会） 

１．田代 雅文：人生 100 年時代を見据えた痛み Management Update Seminar in 熊本：

痛み治療者と患者は、なぜすれ違うのか？：2022 年 7 月４日：熊本市、WEB ハイブリ

ッド 

 

（学会発表） 

１．田代 雅文：オートノミートレーニングの紹介と慢性痛患者への応用：第 51 回日本慢

性疼痛学会：2022 年２月 25 日：佐賀市、WEB ハイブリッド 

２．小寺 厚志：グラフトによる前腕でのシャント作成術を腕神経叢ブロックで管理する際

の課題：日本区域麻酔学会第 9 回学術集会：2022 年 4 月 15 日：WEB 開催 

３．小寺 厚志：顎変形症患者での矯正手術後におけるシバリングに関する後方視的検討：

日本麻酔科学会第６9 回学術集会：2022 年 6 月 17 日：兵庫県神戸市 

４．小寺 厚志：ネマリンミオパチーと診断された乳児の噴門形成術と胃瘻造設術の麻酔経

験：日本小児麻酔学会第２７回学術集会：2022 年 10 月 8 日：岡山県岡山市 

５．小寺 厚志：小児側弯症における Cobb 角と術後合併症との関連性：5 症例の経験：日

本小児麻酔学会第２７回学術集会：2022 年 10 月 8 日：岡山県岡山市 

６．松原 光希、宮﨑 直樹、宮村 加奈子、大石 将之：血小板低下を伴う重症大動脈弁狭窄

症患者の下腿切断術に対し末梢神経ブロックで麻酔管理を行った症例：日本区域麻酔

学会第 9 回学術集会：2022.4.15-16：宜野湾市 

７．松原 光希、野中 崇広、井上 由季子、橋口 久美子：当院 NICU 手術室運用について

の調査：日本小児麻酔学会第 27 回大会：2022.10.8-9：岡山市 

８．松原 光希、宮﨑 直樹、添田 賢造、鶴田 優、森 泰樹、宮村 加奈子、瀧 賢一郎：全

身麻酔中に心室性頻拍を来した整形外科手術の 1 症例：日本臨床麻酔学会第 42 回大

会：2022.11.11-12：京都市 

 

（論文） 

１．Atsushi Kotera：The evaluation of decision-to-delivery interval in category-1 cesar

ean section ：a report of six cases：Journal of Anesthesia Clinical Reports：8：32 

https：//doi.org/10.1186/s40981-022-00523-6：2022 

２．小寺 厚志：心房細動と奇異性低流量低圧較差の大動脈弁狭窄症を有する高齢者の人工

骨頭置換術の麻酔経験：麻酔：71：1099-1103：2022 

３．小寺 厚志：重症妊娠高血圧腎症に対する緊急帝王切開の周術期に高血圧クリーゼと肺

水腫を発症した１症例：麻酔：71：856-860：2022 

４．小寺 厚志、町田李菜、太田和俊：顎変形症術後のシバリングに対する後方視的検討：
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臨床麻酔：46：1325-1327：2022 

５．小寺 厚志：全身麻酔の導入時に発症したと考えられた両側無気肺の 1 症例：臨床麻酔：

46：967-969：2022 

６．小寺 厚志：子宮頚管縫縮術後に硬膜穿刺後頭痛の発症を疑った妊婦に五苓散が有効で

あった１例：日本臨床麻酔学会誌：42：351-354：2022 

 

【救急科】 

（学会発表） 

1. 家村 公太朗、上園 圭司、原田 正公、赤坂 威史：脳出血、多発脳梗塞、急性膵炎を合

併した偶発性低体温症の一例：第 26 回日本救急医学会九州地方会：2022.6.24〜25：熊

本市 

2. 高本 美智、上園 圭司、原田 正公、赤坂 威史：抗毒素血清を使用せず治療したマムシ

咬傷の 1 例：第 26 回日本救急医学会九州地方会：2022.6.24〜25：熊本市 

3. 原田 正公、上園 圭司、赤坂 威史、徳永 龍輝、髙橋 比呂志、岸 裕人、藤井 一彦、

福田 浩一郎、岩越 一：アスペルギルス症、サイトメガロウイルス感染症を続発した C

OVID-19 の 1 例：第 50 回日本救急医学会総会・学術集会：2022.10.19〜21：東京都 

4. 村本 太郎、上園 圭司、原田 正公、赤坂 威史、岡村 亮太、宮中 敬、山根 大侍、徳

永 竜馬、生田 義明、豊住 康夫：肺炎による敗血症性ショックに続発した非閉塞性腸

間膜虚血に対して手術を行ったが救命できなかった 1 剖検例：第 41 回日本蘇生学会大

会：2022.11.4〜5：熊本市 

5. 原田 正公、上園 圭司、赤坂 威史、藤本 敦、斎藤 宏和、徳永 竜馬、生田 義明、浦

田 穣治、辻 明徳、豊住 康夫：多発深部膿瘍に難治性十二指腸潰瘍を続発した 1 剖検

例 ：第 41 回日本蘇生学会大会：2022.11.4〜5：熊本市 

 

【看護部】 

（講演・研修会） 

1. 若宮 まみ：時事問題研究会：本当は相談したい尿漏れのこと（出前講座）：2022.8.27：

熊本市（清水公民館） 

2. 若宮 まみ：潜在看護職員 再就業支援研修会：褥瘡予防とスキン－テア：2022.10.14：

熊本市（熊本県看護協会） 

3. 若宮 まみ：第 31 回ストーマリハビリテーション講習会実技指導（ストーマサイトマ

ーキング）、総合討論：2022.3.10〜12 

4. 桑原 美保：熊日看護師就職支援ガイダンス２０２３：看護の仕事に従事するというこ

と「コロナ禍で看護の仕事に従事すること」：2022.3.13：ホテル日航熊本 

5. 桑原 美保：災害母子支援フォーラム：災害での母子支援：県民福祉プラザ 県民ホール：

2022.6.3：WEB 
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6. 宮﨑 麻美：認知症高齢者の看護実践に必要な知識 第２回：2022.9.6〜９.7：熊本市 

7. 宮﨑 麻美：くまもとオレンジドクター及びくまもとオレンジナース養成：2022.11.12.、

12.17：熊本市 

8. 浦辺 光：第 42 回 合同キャンサーボード AYA 世代の患者への看護：2022.5.11：

熊本市（WEB） 

 

（学会発表） 

1. 志賀 昌子・德永 陽・岩津 瞳・木庭 恭子・稲田 智子：第 26 回熊本県母性衛生学会 

学術集会（熊本市 Zoom）：児が NICU に入院となった母親への母乳育児支援 超低出

生体重児の事例を通して：熊本市：2022.6.12 

2. 徳田 サトリ・金子 幸美：第 77 回九州新生児研究会：先天性心疾患を合併する重症心

身障害児の在宅移行支援：〜自宅で看取りの覚悟を決めた在宅移行家族支援〜：佐賀

市：2022.10.29 

3. 桑原 美保：第 26 回日本看護管理学会学術集会：パネルディスカッション４ 有事を乗

り越える為の柔軟な組織作り(BCP の再考に向けて) 〜災害時他施設間との支援と受

援を経験して〜：福岡国際会議場：2022.8.20 

 

（論文） 

１．佐々 麻耶、建山 麻衣子、寺垣 宏子、稲田 智子、本田 律生：熊本市民病院における

COVID-19 妊婦と感染疑いの児への支援と課題：熊本県母性衛生学会雑誌：第 25 巻;p

p21-25、2022 

 

【薬剤部】 

（講演・研修会） 

1. 山室 蕗子：第 13 回熊本がん薬物療法セミナー：「がん診療連携〜様々な職種の立場か

ら〜」パネリスト：2022.2.12：熊本市 

2. 吉田 愛：熊本県薬剤師会新採用薬剤師研修会：「周術期の入院支援業務」：2022.2.20：

熊本市（WEB） 

3. 山室 蕗子：第３回地域薬学ケア専門薬剤師 Web セミナー：地域薬学ケア専門薬剤師研

修施設（基幹施設）における取組み：2022.3.12：EA ファーマ名古屋（WEB 参加） 

4. 喜多岡 洋樹：令和 4 年度第 1 回無菌調製に関する研修会（Web 研修会）：注射剤の混

合調製 2022.5.25：熊本市（Web） 

5. 喜多岡  洋樹：令和 4 年度第 1 回無菌調製に関する実地研修会：注射剤の混合調製：2

022.6.26：熊本市 

6. 山室蕗子：Meiji Seika ファルマ勉強会：がん治療、がん薬物療法：2022.7.20：熊本市 

7. 喜多岡 洋樹：ニプロ株式会社研修会：感染制御・抗菌薬適正使用と薬剤師の活動：20
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22.7.22：熊本市 

8. 喜多岡 洋樹：令和 4 年度第 2 回無菌調製に関する研修会（Web 研修会）：注射剤の混

合調製：2022.8.23：熊本市（Web） 

9. 山室 蕗子：第７回がん医療研修会：保険薬局薬剤師が造血器腫瘍の薬物治療について

知っておく事とは！（パネリスト）：2022.9.6：熊本市 

10. 山室 蕗子：天草郡市薬剤師会二火会研修会：外来化学療法室での薬剤師の関わり〜情

報共有と連携〜：2022.11.8：天草市（WEB 参加） 

11. 山室 蕗子：三重県病院薬剤師会第１回災害対策特別委員会研修会：熊本地震の経験か

ら考えた BCP とその運用：2022.11.18：三重県（WEB 参加） 

12. 山室 蕗子：2022 年度薬剤管理研修会（全国自治体病院協議会）：薬剤師の卒後研修の

現状とあるべき姿：プログラム骨子案と評価基準：2021.12.2：東京都 

 

（学会発表） 

１．山室 蕗子：年会長企画シンポジウム３ 激甚災害と緩和医療「熊本地震の経験とその後

の対応について（病院薬剤師の立場から）」 ：第 15 回日本緩和医療薬学会：2022.5.1

4〜2022.5.15：熊本市 

２．早坂 香織、喜多岡 洋樹、中村 真希、林田 佳代子、毛利 昌平、楠本 将裕、吉田 愛、

田中 由起子、田中 泉、山室 蕗子：新生児病棟における服薬指導の現状と今後の課題：

第 81 回九州山口薬学大会：2022.9.18〜2022.9.19：熊本市 

３．中村 文、田中 泉、毛利 昌平、楠本 将裕、早坂 香織、吉田 愛、田中 由起子、喜多

岡 洋樹、山室蕗子：当院におけるエドキサバン 15mg 錠の使用実態調査：第 81 回九州

山口薬学大会：2022.9.18〜2022.9.19：熊本市 

４．毛利 昌平、喜多岡 洋樹、江上 芳絵、楠本 将裕、早坂 香織、吉田 愛、田中 由起子、

 田中 泉、山室 蕗子、坂本 和香奈、櫨川 岩穂：当院におけるセマグルチド注射剤の

供給停止への対応：第 81 回九州山口薬学大会：2022.9.18〜2022.9.19：熊本市 

５．浦田 詩乃、金﨑 さやか、橋本 知佳、毛利 昌平、喜多岡 洋樹、楠本 将裕、田中 由

起子、早坂 香織、吉田 愛、田中 泉、山室 蕗子：緩和ケアチームが介入した患者の精

神科コンサルトから見えた課題と今後の展望：第 15 回日本緩和医療薬学会年会：202

2.05.14-5.15：熊本市（Web） 

６．金﨑 さやか、浦田 詩乃、橋本 知佳、楠本 将裕、喜多岡 洋樹、田中 由起子、早坂 香

織、吉田 愛、田中 泉、近藤 元三、山室 蕗子：緩和ケアチームの活動と医療用麻薬の

使用状況調査：第 15 回日本緩和医療薬学会年会：2022.5.14〜2022.5.15：熊本市（We

b） 

 

 

（論文） 
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１．山室 蕗子：狭心症治療薬：腎臓病薬物療法認定・専門薬剤師テキスト第２版 2022 年

6 月 417-419 じほう 

２．山室 蕗子：神経疾患、片頭痛：調剤と情報 10 月臨時増刊号、2022.10 vol.28 No.14 

132-137 じほう 

 

【感染対策部（ICT、AST）】 

（講演会・研修会） 

１．村上 春美：熊本保健科学大学講義：感染管理：病院における感染管理：2022.6.13：熊

本市 

２． 村上 春美：新型コロナウイルス感染症研修会：新型コロナウイルス感染症研修会（救

急搬送における感染対策）：2022.6.29〜2022.6.３０：熊本市 

３．村上 春美：令和 4 年度介護関連施設に勤務する看護管理者の管理能力向上研修：介護

施設における危機管理①〜感染管理〜：2022.12.9：熊本市 

 

【中央検査部】 

（学会発表） 

1. 酒見 祐子、藤井 優樹菜、藤野 華子、浅見河原 恵美、上野 麻由美、枝村 洋助：田平

 晃久、佐藤 幸治、三角 郁夫：悪性高血圧の 1 例 ：日本超音波医学学会第 32 回九州

地方会学術集会：2022.10.2：Web 開催（仮想空間 GAIA TOWN にて開催） 

2. 山田 智子 山下 美沙都、志賀 有紗、酒見 祐子、島本 浩二：耳下腺内神経鞘腫の 1 例：

第 54 回 熊本県医学検査学会：2022.6.24：熊本市 

 

【中央放射線部】  

（講演・研修会） 

1. 山本 啓貴：第 15 回 KUMAMOTO Step Up Gyro：拡散強調画像について：2022.2.

22：熊本（Web) 

2. 臼杵 茄都：第 18 回 月刊熊本ジャイロウェブ：頭痛：2022.10.6：熊本（Web) 

3. 渡邉 裕之：第 45 回 熊本市民病院合同キャンサーボード：当院の放射線治療の現状に

ついて：2022.9.7：熊本市民病院 

4. 續 翔也：熊本県放射線技師会令和 3 年度第 1 回東部地区研修会：動画マニュアル作っ

てみた：2022.01.14：熊本(Web) 

5. 廣川 俊介：令和４年度診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー：感染対策講

座：2022.7.9：熊本市 

6. 廣川 俊介：第 39 回熊本 CT 研究会：小児心臓 CT について〜Pediatic Cardiology〜：

2022.8.31：熊本市(Web) 

7. 杉本 翔太：令和 4 年度第 1 回東部地区研修会：医療法改正と当院の対応について：20
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22.11.17：熊本市(Web) 

8. 村上 実冴斗：熊本核医学技術研究会：脳血流シンチグラフィに関する Q＆A：2022.5.

6：熊本（Web) 

9. 村上 実冴斗：三和中学校職業講話：診療放射線技師-見えないものを写し出す-：2022.

11.16：熊本市 

10. 井上 信哉：令和 3 年度第 1 回東部地区研修会：当院の RI 検査に対する 1 次読影の取

り組みについて：2022.1.14：熊本（Web) 

 

【中央臨床工学部】 

（講演会・研修会） 

1. 外村 貴司、藤井 一彦：排痰補助機能付き人工呼吸器を使用した気道クリアランス療法

により終日 TPPV から離脱できた慢性呼吸不全の一例：第 36 回熊本呼吸ケア研究会：

2022 年７月 23 日：熊本市 

2. 外村貴司：新型コロナでの呼吸管理：第１１回人工呼吸器の基礎講座：2022 年２月 2

７日：熊本市 

 

（学会発表） 

1. 児玉 博樹、木村俊介、渡辺直喜：3D ナビゲーションを新規手術室業務として取り組ん

だこと：第 60 回全国自治体病院学会：2022 年 11 月 10 日〜11 日：沖縄県那覇市 

 

（論文） 

１．外村 貴司：人工呼吸管理中の吸入薬投与：「人工呼吸」日本呼吸療法医学会：39 巻 2

号：ページ不明：2022 年 11 月発行 

 

【リハビリテーション部】 

（講演・研修会） 

１．清﨑 智久：第 1 回熊本市北ブロック勉強会：COVID-19 第 1 波から第 5 波までの振

り返り：当院の取り組みを中心に：2022 年 7 月 8 日：熊本市 

 

【患者サポートセンター】 

（講演・研修会） 

１．鍬田 晃子：九州看護福祉大学 小児看護学Ⅰ 看護学科 「小児看護専門看護師の活動の

実際」：2022.7.8：熊本県玉名市 

２．鍬田 晃子：熊本県医療的ケア児支援センター 熊本県・熊本市合同コーデイネーター養

成研修：「総論」,「支援体制の整備」：2022.11.28〜12.16：WEB 開催 

３．鍬田 晃子：高知県立大学 看護学研究科博士課程：「専門看護師としての実践、役割開
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発、変革、仕組み作り」：2022.9.27：WEB 

４．鍬田 晃子：沖縄県看護協会 「子どもを虐待から護る〜保健・医療・福祉の連携を求め

て〜」：2022.12.3：沖縄 

５．鍬田 晃子：熊本県看護協会 小児在宅移行支援指導者育成研修：2022.11.15〜11.16：

実践報告 演習支援 

 


